
 

沖
縄
県
立
郷
土
劇
場 

第
三
十
一
回 

 
     

か
り
ゆ
し
芸
能
公
演  

 

 
 

 
 

 
 

玉
城
流 

翠
扇
会

 
 

 
 

沖
縄
県
立
郷
土
劇
場 

平
成
十
九
年
十
一
月
二
十
三
日
（
金
・
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付
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琉
球
舞
踊 

琉
球
舞
踊
は
、
祭
祀
舞
踊
（
輪
踊
り
）
の
「
拝
み
手
」 

「
こ

ね
り
手
」「
押
す
手
」
や
民
俗
芸
能
な
ど
が
宮
廷
舞
踊
（
古

典
舞
踊
）
の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
王
朝
時
代
に
式
楽

と
し
て
発
達
し
た
。
琉
歌
を
三
線
に
の
せ
た
老
人
踊
り
、

若
衆
踊
り
、
二
才
踊
り
、
女
踊
り
、
打
組
踊
り
で
あ
る
。

廃
藩
置
県
以
降
は
、
近
代
の
商
業
演
劇
（
沖
縄
芝
居
）

の
中
か
ら
一
般
庶
民
の
趣
向
に
あ
っ
た
雑
踊
り
「
花
風
」

「
金
細
工
」
な
ど
が
登
場
、
古
典
と
競
演
し
、
享
受
さ

れ
て
き
た
。
戦
前
ま
で
祭
祀
芸
能
以
外
の
舞
踊
（
古
典

舞
踊
や
村
踊
り
）
は
、
主
に
男
性
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ

て
い
た
が
、
17
世
紀
か
ら
辻
遊
郭
の
ジ
ュ
リ
な
ど
も
ま

た
琉
球
舞
踊
の
継
承
者
だ
っ
た
。
戦
後
は
多
く
の
女
性

た
ち
が
琉
球
舞
踊
の
裾
野
を
広
げ
て
い
る
。 

 

組 

踊 

組
踊
は
、
歌
三
線
（
音
楽
）、
唱
え
（
台
詞
）、
踊
り

（
舞
踊
）
を
総
合
し
た
楽
劇
で
あ
る
。
一
七
一
九
年
、

中
国
皇
帝
の
使
者
（
冊
報
使
）
歓
待
の
宴
で
、
躍
奉

行
・
玉
城
朝
薫
（
一
六
八
四
―
一
七
三
四
）
に
よ
っ

て
は
じ
め
て
組
踊
「
二
童
敵
討
」
と
「
執
心
鐘
入
」

が
上
演
さ
れ
た
。「
銘
刈
子
」「
孝
行
之
巻
」「
女
物
狂
」

を
含
め
た
朝
薫
の
五
番
は
、
古
典
組
踊
と
し
て
高
く

評
価
さ
れ
て
い
る
。
他
に
平
敷
屋
朝
敏
の
「
手
水
の

縁
」、
田
里
朝
直
の
「
万
歳
敵
討
」
な
ど
を
含
め
、
琉

球
王
朝
時
代
に
70
作
品
が
創
作
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
多
く
は
「
敵
討
物
」
で
あ
る
。
一
九
七
二
年
、
組

踊
は
国
の
重
要
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

演
目
解
説 

花
風 明

治
２０
年
代
初
期
に
辻
遊
郭
端
道
の
劇
場
で
創
作
さ
れ
た
代
表

的
な
雑
踊
り
。
辻
遊
郭
の
ジ
ュ
リ
が
遠
く
船
旅
に
出
る
恋
人
を
三
重

城
か
ら
見
送
る
情
景
を
写
実
的
に
描
き
出
す
。「
乙
姫
劇
団
」
の
初

代
団
長
上
間
郁
子
や
男
役
女
優
上
間
初
枝
の
花
風
は
気
品
に
満
ち

て
い
た
。 

 金
細
工 

金
細
工
職
人
加
那
兄
（
カ
ナ
ー
ヒ
ー
）
と
し
っ
か
り
者
の
ジ
ュ
リ

真
牛
（
モ
ー
サ
ー
）、
抱
え
親
の
ア
ン
マ
ー
の
三
人
で
踊
る
打
組
踊

り
。
放
蕩
者
の
加
那
兄
が
真
牛
を
一
月
も
連
れ
ま
わ
し
た
あ
げ
く
、

そ
の
揚
げ
代
を
工
面
で
き
ず
那
覇
の
泊
高
橋
か
ら
身
を
投
げ
よ
う

と
す
る
が
、
真
牛
は
蓄
え
て
い
た
お
金
を
惜
し
げ
も
な
く
出
し
加
那

兄
の
面
目
を
施
す
。
明
治
２８
年
、
玉
城
盛
重
に
よ
っ
て
村
芝
居
の

人
気
曲
に
振
り
付
け
さ
れ
た
。
加
那
兄
は
実
在
の
人
物
。
戦
前
の
辻

遊
郭
や
ジ
ュ
リ
と
村
々
の
つ
な
が
り
を
髣
髴
さ
せ
る
。 

 組
踊 

執
心
鐘
入 

美
少
年
、
中
城
若
松
は
首
里
王
府
に
奉
公
に
上
が
る
途
中
、
日
が

暮
れ
て
山
中
の
一
夜
の
宿
を
乞
う
。
計
ら
ず
も
そ
の
家
は
若
松
に
恋

慕
し
て
い
た
女
の
家
で
あ
っ
た
。
女
は
好
機
と
ば
か
り
に
若
松
に
言

い
寄
る
。
若
松
は
居
た
た
ま
れ
な
く
な
っ
て
末
吉
の
寺
に
駆
け
込
ん

で
救
い
を
求
め
鐘
の
中
に
匿
っ
て
も
ら
う
。
追
っ
て
き
た
女
は
鐘
の

中
に
隠
れ
て
い
る
若
松
を
知
り
鬼
女
と
な
っ
て
殺
そ
う
と
す
る
が
、

寺
の
僧
た
ち
の
説
伏
に
よ
り
鬼
女
は
滅
せ
ら
れ
若
松
は
助
か
る
。 

作
品
中
に
演
奏
さ
れ
る
古
典
音
曲
六
曲
の
内
五
曲
が
宿
の
女
の

心
情
を
謡
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
組
踊
の
主
人
公
が
若
松
で

は
な
く
、
宿
の
女
で
、
そ
の
激
し
い
執
心
と
変
身
が
圧
巻
！ 
「
道

成
寺
」
も
の
の
系
列
作
品
と
し
て
よ
く
比
較
さ
れ
る
が
、
才
色
兼
備

の
若
松
の
話
は
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
巻
二
に
登
場
す
る
。 

 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

 
 
 

金
城
清
一 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
花
風
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昭
和
１６
年 

那
覇
市
久
茂
地
に
生
ま
れ
る
。 

 
 

昭
和
３６
年 

玉
城
盛
義
琉
舞
道
場
に
入
門
。 

 
 

昭
和
４６
年 

師
匠
免
許
証
拝
受
。 

 
 

昭
和
６１
年 

国
指
定
重
要
無
形
文
化
財
組
踊
（
総

合
指
定
）
保
持
者
認
定
さ
れ
る
。 

 
 
 

平
成
１６
年 

沖
縄
県
指
定
無
形
文
化
財
（
沖
縄
伝

統
舞
踊
）
保
持
者
。 
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鑑賞を希望される方は、出欠はがきにてお申し込み下さい。チケット代は2000円です。チケットは、鑑賞日当日、劇場の演劇学会専用受付にて

料金と引き替えにお渡しします。 

事前のお申し込みが無い場合、当日のご鑑賞は残席のある限りは可能ですが、当日料金（￥2,500）でのご入場となります。

 

 

 

モノレール(ゆいレール)「旭橋」下車１分。国道58号線沿い。 

那覇市東町１－１ tel：０９８－８６６－２３４１ 

写
真
提
供
◆
金
城
清
一 

 

解
説
◆
与
那
覇
晶
子 


